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(57)【要約】
　多数の転送時間間隔（ＴＴＩ）に亘ってユーザ装置（
ＵＥ）により受信確認信号を転送する方法及び装置が開
示される。前記受信確認信号は、データパケット受信に
応答したものであり、データパケット受信がスケジュー
リング割り当てを通じた場合に、各多数のＴＴＩで相異
するリソースにて転送され、あるいはデータパケット受
信が周期的な場合、各多数のＴＴＩで同一リソースにて
転送される。多数のＴＴＩに亘って受信確認信号を転送
するＵＥは、初期受信確認信号の転送の完了の以前には
後続のＴＴＩで付加的な受信確認信号を転送してはなら
ない。また、前記ＵＥは多数のＴＴＩに亘って受信確認
信号の転送の完了の以前には同一なＴＴＩまたは後続Ｔ
ＴＩでデータ信号または他の制御信号を転送してはなら
ない。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信システムの複数のユーザ装置（ＵＥ）からの第１のユーザ装置（ＵＥ）により少な
くとも２つの連続的な転送時間間隔（ＴＴＩ）に亘って信号を転送する方法であって、前
記各複数のＵＥは、前記少なくとも２つ以上の連続的なＴＴＩのうち、少なくとも第１の
ＴＴＩで各リソースを用いて前記各信号転送を遂行し、
　リソースｋを用いて第１のＴＴＩで前記第１のＵＥにより信号を最初に転送するステッ
プと、
　リソースＭ＋ｋを用いて第２のＴＴＩで前記第１のＵＥにより２番目に信号を転送する
ステップと、を含み、
　ここで、ＴＴＩの全てのＵＥからの最初の信号転送のためにＭ個のリソースが要求され
、Ｊ個のリソースが利用可能であり、ＭはＪより小さいことを特徴とする信号転送方法。
【請求項２】
　前記信号は、受信確認信号であることを特徴とする請求項１に記載の信号転送方法。
【請求項３】
　前記受信確認信号は、データパケット受信のためのスケジューリング割り当てに応答す
ることを特徴とする請求項２に記載の信号転送方法。
【請求項４】
　第１のユーザ装置（ＵＥ）と第２のＵＥとを含む通信システムにおける少なくとも２つ
の連続的な転送時間間隔（ＴＴＩ）に亘って周期信号を転送する方法であって、
　前記少なくとも２つの連続的なＴＴＩのうち、第１のＴＴＩで前記第１のＵＥにより第
１リソースを用いて周期信号を転送するステップと、
　前記少なくとも２つの連続的なＴＴＩのうち、第２のＴＴＩで前記第１のＵＥにより前
記周期信号を再転送するステップと、
　１ＴＴＩに亘って前記第２のＵＥにより第２信号を転送するステップと、
を含むことを特徴とする周期信号転送方法。
【請求項５】
　前記周期信号は、受信確認信号であることを特徴とする請求項４に記載の周期信号転送
方法。
【請求項６】
　前記受信確認信号は、周期的なデータパケット受信に応答することを特徴とする請求項
５に記載の周期信号転送方法。
【請求項７】
　第１のユーザ装置（ＵＥ）と第２のＵＥとを含む通信システムにおける少なくとも２つ
の連続的な転送時間間隔（ＴＴＩ）を通じて信号を転送する方法であって、
　前記少なくとも２つの連続的なＴＴＩのうち、第１のＴＴＩで第１リソースを用いて第
１信号を転送し、前記第１信号転送が周期的な場合に前記少なくとも２つの連続的なＴＴ
Ｉのうち、第２のＴＴＩで第１リソースを用いて前記第１信号を転送するステップと、
　前記少なくとも２つの連続的なＴＴＩのうち、第１のＴＴＩで前記第１リソースを用い
て前記第１信号を転送し、前記第１信号転送が非周期的な場合に前記少なくとも２つの連
続的なＴＴＩのうち、第２のＴＴＩで第２リソースを用いて前記第１信号を転送するステ
ップと、
を含むことを特徴とする信号転送方法。
【請求項８】
　前記第１信号は、受信確認信号であることを特徴とする請求項７に記載の信号転送方法
。
【請求項９】
　前記周期信号転送は、周期的なデータパケット受信に応答することを特徴とする請求項
７に記載の信号転送方法。
【請求項１０】
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　前記非周期的な信号転送は、スケジューリング割り当てと関連した動的データパケット
受信に応答することを特徴とする請求項７に記載の信号転送方法。
【請求項１１】
　通信システムにおけるユーザ装置（ＵＥ）によりＮ個の連続的な転送時間間隔（ＴＴＩ
）に亘って受信確認信号を転送する方法であって、Ｎは１より大きく、前記受信確認信号
は前記ＵＥがｎ番目のＴＴＩで受信したデータパケットに応答し、前記ＵＥは以前の｛ｎ
－１、ｎ－２、．．．、ｎ－Ｎ＋１｝でデータパケットを受信せず、前記受信確認信号転
送の第１のＴＴＩはｎ＋Ｑ番目のＴＴＩであり、
　｛ｎ＋Ｑ、．．．、ｎ＋Ｑ＋Ｎ－１｝ＴＴＩで前記受信確認信号を転送するステップと
、
　｛ｎ＋１、．．．ｎ＋Ｎ－１｝ＴＴＩで受信されたデータパケットに応答して受信確認
信号の転送を中止するステップと、
を含むことを特徴とする受信確認信号転送方法。
【請求項１２】
　前記データパケットはスケジューリング割り当てに応答して受信されることを特徴とす
る請求項１１に記載の受信確認信号転送方法。
【請求項１３】
　前記データパケットは周期的に受信されることを特徴とする請求項１１に記載の受信確
認信号転送方法。
【請求項１４】
　通信システムにおけるユーザ装置（ＵＥ）によりＮ個の連続的な転送時間間隔（ＴＴＩ
）に亘って受信確認信号を転送する方法であって、Ｎは１より大きく、前記受信確認信号
は前記ＵＥがｎ番目のＴＴＩで受信したデータパケットに応答し、前記ＵＥは以前の｛ｎ
－１、ｎ－２、．．．、ｎ－Ｎ＋１｝ＴＴＩでデータパケットを受信せず、前記受信確認
信号転送の第１のＴＴＩはｎ＋Ｑ番目のＴＴＩであり、
　｛ｎ＋Ｑ、．．．、ｎ＋Ｑ＋Ｎ－１｝ＴＴＩで前記受信確認信号を転送するステップと
、
　前記｛ｎ＋１、．．．ｎ＋Ｑ＋Ｎ－１｝ＴＴＩで非受信確認信号の転送を中止するステ
ップと、
を含むことを特徴とする受信確認信号転送方法。
【請求項１５】
　前記非受信確認信号は、データ信号であることを特徴とする請求項１４に記載の受信確
認信号転送方法。
【請求項１６】
　前記非受信確認信号は、制御信号であることを特徴とする請求項１４に記載の受信確認
信号転送方法。
【請求項１７】
　前記制御信号は、チャンネル品質表示信号、ランク表示器信号、及びスケジューリング
要請信号のうち、少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１６に記載の受信確認信
号転送方法。
【請求項１８】
　前記データパケットは、スケジューリング割り当てに応答して受信されることを特徴と
する請求項１４に記載の受信確認信号転送方法。
【請求項１９】
　前記データパケットは、周期的に受信されることを特徴とする請求項１４に記載の受信
確認信号転送方法。
【請求項２０】
　通信システムにおける周期的な転送による第１信号と非周期的な転送による第２信号と
を転送する装置であって、前記第１信号及び第２信号は少なくとも２つの連続的な転送時
間間隔（ＴＴＩ）に亘って転送され、
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　前記第１信号または第２信号を転送するように選択する選択器ユニットと、
　前記選択器ユニットが前記第１信号を転送するように選択した時に、前記少なくとも２
つの連続的なＴＴＩのうち、第１のＴＴＩで第１リソースを用いて前記第１信号を転送し
、前記少なくとも２つの連続的なＴＴＩのうち、第２のＴＴＩで第１リソースを用いて前
記第１信号を再転送し、前記選択器ユニットが前記第２信号を選択する時に、前記少なく
とも２つの連続的なＴＴＩのうち、第１のＴＴＩで第３リソースを用いて前記第２信号を
転送し、前記少なくとも２つの連続的なＴＴＩのうち、第２のＴＴＩで第４リソースを用
いて前記第２信号を転送する送信機ユニットと、
を含むことを特徴とする転送装置。
【請求項２１】
　前記第１信号は受信確認信号を含み、前記第２信号は受信確認信号を含むことを特徴と
する請求項２０に記載の転送装置。
【請求項２２】
　前記第１信号転送は、周期的なデータパケット受信に応答することを特徴とする請求項
２０に記載の転送装置。
【請求項２３】
　前記第２信号転送は、スケジューリング割り当てと関連した動的データパケット受信に
応答することを特徴とする請求項２０に記載の転送装置。
【請求項２４】
　通信システムにおけるＮ個の連続的な転送時間間隔（ＴＴＩ）に亘って受信確認信号を
転送する装置であって、Ｎは１より大きく、前記受信確認信号は前記ＵＥがｎ番目ＴＴＩ
で受信したデータパケットに応答し、前記ＵＥは以前の｛ｎ－１、ｎ－２、．．．、ｎ－
Ｎ＋１｝ＴＴＩでデータパケットを受信せず、前記受信確認信号転送の第１のＴＴＩはｎ
＋Ｑ番目のＴＴＩであり、
　受信確認信号の転送がない間に、または唯１つのＴＴＩに亘って受信確認信号を転送す
る間に発生する非受信確認信号の転送を中止する中止ユニットと、
　｛ｎ＋Ｑ、．．．、ｎ＋Ｑ＋Ｎ－１｝ＴＴＩで前記受信確認信号を転送する送信機ユニ
ットと、
を含むことを特徴とする転送装置。
【請求項２５】
　前記非受信確認信号は、データ信号を含むことを特徴とする請求項２４に記載の転送装
置。
【請求項２６】
　前記非受信確認信号は、制御信号を含むことを特徴とする請求項２４に記載の転送装置
。
【請求項２７】
　前記制御信号は、チャンネル品質表示信号、ランク表示器信号、及びスケジューリング
要請信号のうち、少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項２６に記載の転送装置。
【請求項２８】
　前記データパケットはスケジューリング割り当てに応答して受信されることを特徴とす
る請求項２４に記載の転送装置。
【請求項２９】
　前記データパケットは、周期的に受信されることを特徴とする請求項２４に記載の転送
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関し、より詳しくは、単一－搬送波周波数分割多重接続
（ＳＣ－ＦＤＭＡ）通信システムと関連し、第３世代パートナーシッププロジェクト（３
ＧＰＰ）Ｅｖｏｌｖｅｄ ＵＴＲＡ（Evolved Universal Terrestrial Radio Access）ロ
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ングタームエボリューション（Long Term Evolution；ＬＴＥ）の開発で合わせて考慮さ
れている事項である。
【０００２】
　特に、本発明はＳＣ－ＦＤＭＡ通信システムにおける多数の転送時間間隔に亘ってポジ
ティブまたはネガティブ承認信号（各々、ＡＣＫまたはＮＡＫ）の転送を考慮する。
【背景技術】
【０００３】
　通信システムの適切な機能性のために、種々のタイプの信号がサポートされなければな
らない。情報コンテンツを伝達するデータ信号に加えて、制御信号がまたデータの適切な
処理を可能にするために、ユーザ装置（ＵＥ）からサービング基地局（または、Ｎｏｄｅ
 Ｂ）への通信システムのアップリンク（ＵＬ）で転送され、サービングＮｏｄｅ Ｂから
ＵＥへの通信システムのダウンリンク（ＤＬ）で転送される必要がある。一般に、端末機
または移動局と呼ばれるＵＥは、固定または移動性であり得る。また無線装置、セルラー
フォン、個人向けコンピュータ装置、無線モデムカードなどになることができる。Ｎｏｄ
ｅ Ｂは、一般的に固定局であり、基地局送受信システム（ＢＴＳ）、アクセスポイント
と呼ばれることもあり、またはいくつかの他の用語で呼ばれることもある。
【０００４】
　受信確認信号、即ちＡＣＫまたはＮＡＫ（また、ハイブリッド自動反復再要請（（ＨＡ
ＲＱ）－ＡＣＫ）と知られる）は、ＨＡＲＱの適用と関連した制御信号であり、データパ
ケット受信に応答するものである。ＮＡＫが受信された時にデータパケットは再転送され
、ＡＣＫが受信された時に新たなデータパケットが転送できる。
【０００５】
　ＵＥからのデータ情報を運搬する信号は、物理的アップリンク共有チャンネル（ＰＵＳ
ＣＨ）を介して転送されることと仮定する。データがない場合、ＵＥは物理的アップリン
ク制御チャンネル（ＰＵＣＣＨ）を介して制御信号を転送する。データがある時に、ＵＥ
は単一周波数特性を維持するためにＰＵＳＣＨを介して制御信号を転送する。
【０００６】
　ＵＥは、サブフレームに対応する転送時間間隔（ＴＴＩ）に亘ってデータ信号または制
御信号を転送することと仮定する。図１は、サブフレーム構造（１１０）を示すブロック
図である。サブフレームは２つのスロットを含む。各スロット（１２０）は、データ信号
及び／又は制御信号の転送で使われる７個のシンボルをさらに含む。各シンボル（１３０
）は、チャンネル伝播効果による干渉を緩和するために、循環式プリフィクス（ＣＰ）を
さらに含む。第１スロットでの信号転送は第２スロットでの信号転送と同一な動作帯域幅
（ＢＷ）部分、あるいは異なる動作帯域幅部分であり得る。データ信号または制御信号を
運搬するシンボルに加えて、一定の他のシンボルが基準信号（ＲＳ）の転送で使われ、ま
た基準信号はパイロットとも指称される。このようなＲＳは、幾つの受信機機能で使われ
ることができ、これは受信信号のチャンネル推定とコヒーレント復調を含む。
【０００７】
　転送ＢＷは周波数リソースユニットを含むことと仮定され、これは本出願でリソースブ
ロック（ＲＢ）として指称される。ここで、各ＲＢは追加的に１２つの副搬送波を含むこ
とと仮定され、ＵＥはＰＵＳＣＨ転送のための多数のＰ個の連続的なＲＢ（１４０）とＰ
ＵＣＣＨ転送のための１ＲＢが割り当てられることができる。しかしながら、このような
値は例示的なものであり、本発明の実施形態をこれに限定するものではない。
【０００８】
　図２は、サブ－フレームの１スロットでＡＣＫ／ＮＡＫ転送のためのＰＵＣＣＨ構造（
２１０）を図示する。周波数ダイバーシティに対する動作ＢＷの異なる部分にあるように
なる他のスロットでの転送は同一構造を有することと仮定される。
【０００９】
　ＰＵＣＣＨ ＡＣＫ／ＮＡＫ転送構造（２１０）は、ＡＣＫ／ＮＡＫ信号とＲＳの転送
を含む。ＲＳは、ＡＣＫ／ＮＡＫ信号のコヒーレント復調で使用できる。ＡＣＫ／ＮＡＫ
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ビット（２２０）は、“ＣＡＺＡＣ（Constant Amplitude Zero Auto-Correlation）”シ
ーケンス（２４０）を例えば、ＢＰＳＫ（二進位相偏移方式）またはＱＰＳＫ（直交位相
偏移方式）変調により変調し（２３０）、以後、後述するように、逆高速フーリエ（ＩＦ
ＦＴ）演算が遂行され、ＵＥにより転送される。各ＲＳ（２５０）は、同一な、変調され
ないＣＡＺＡＣシーケンスを通じて転送されることと仮定される。
　ＣＡＺＡＣシーケンスの例は、下記の［数１］により提供される。
【００１０】
【数１】

【００１１】
　［数１］で、ＬはＣＡＺＡＣシーケンスの長さであり、ｎはシーケンスｎ＝｛０、１、
２、．．．、Ｌ－１｝のエレメントインデックスであり、ｋはシーケンス自体のインデッ
クスである。所定の長さ（Ｌ）で、Ｌが素数である場合、Ｌ－１個の別個のシーケンスが
ある。したがって、全シーケンスファミリーは｛１、２、．．．、Ｌ－１｝でのｋ個のセ
ットとして定義される。しかしながら、ＡＣＫ／ＮＡＫ及びＲＳ転送のために使われるＣ
ＡＺＡＣシーケンスは、下記でさらに説明されるように、正確に前述した数式を用いて生
成される必要がないことが注目される。
【００１２】
　素数長さ（Ｌ）のＣＡＺＡＣシーケンスの場合、シーケンス個数はＬ－１である。ＲＢ
が偶数個数の副搬送波を含むことと仮定する時に（ここで、１ＲＢは１２つの副搬送波か
ら構成される）、ＡＣＫ／ＮＡＫ及びＲＳの転送に使われるシーケンスは（例えば、長さ
１３の）長い素数長さのＣＡＺＡＣシーケンスを切断することによって、または（循環式
延長）の終端部での第１エレメント（ら）を繰り返して（長さ１１のような）短い素数長
さのＣＡＺＡＣシーケンスを延長することによって、周波数ドメインまたは時間ドメイン
で生成可能である。しかしながら、結果的なシーケンスはＣＡＺＡＣシーケンス定義を満
たさなくなる。代案的に、偶数長さを有するＣＡＺＡＣシーケンスは、ＣＡＺＡＣ特性を
満たすシーケンスに対し、コンピュータ検索により直接的に生成できる。
【００１３】
　図３はＣＡＺＡＣ－基盤シーケンスのための送信機構造を図示するが、ここで、ＣＡＺ
ＡＣ－基盤シーケンスは、図２に示すようにＢＰＳＫ（１ ＡＣＫ／ＮＡＫビット）、ま
たはＱＰＳＫ（２ ＡＣＫ／ＮＡＫビット）変調を用いて変調された以後にＲＳとして使
われるか、ＡＣＫ／ＮＡＫ情報ビットを運搬することに使用可能である。ＣＡＺＡＣシー
ケンス３１０は、前述した方法のうちの１つを通じて発生され、例えばＡＣＫ／ＮＡＫビ
ットの転送のために変調され、ＲＳ転送のために変調されない。以後、これは後述するよ
うに循環的に移動する（３２０）。以後、結果的なシーケンスの離散フーリエ変換（ＤＦ
Ｔ）が獲得される（３３０）。割り当てられた転送ＢＷに対応する副搬送波３４０が選択
され（３５０）、ＩＦＦＴが遂行される（３６０）。最後に、循環プリフィクス（ＣＰ）
３７０とフィルタリング３８０が転送信号に適用される。ゼロパッディングは他のＵＥに
よる信号転送で使われる副搬送波で、及び保護副搬送波（図示せず）で基準ＵＥにより挿
入されることと仮定される。さらに、簡略化のために、技術分野で知られたようなディジ
タル－対－アナログ変換器、アナログフィルタ、増幅器及び送信機アンテナなどの追加的
な送信機回路は、図３で図示されない。
【００１４】
　受信機において、逆（相補的な）送信機機能が遂行される。これは、図３の逆動作が適
用される図４で概念的に図示される。技術分野で知られたように（簡略化のために図示せ
ず）、アンテナは無線周波数（ＲＦ）アンテナ信号を受信し、フィルタ、増幅器、周波数
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ダウン－コンバータ及びアナログ－対－ディジタル変換器などの追加的な処理ユニットの
以後にディジタル－受信された信号（４１０）は時間ウィンドウユニット４２０を通過し
、ＣＰが除去される（４３０）。次に、受信機ユニットはＦＦＴ４４０を適用し、送信機
により使われた副搬送波４６０を選択し（４５０）、逆ＤＦＴ（ＩＤＦＴ）を適用し（４
７０）、ＲＳ信号またはＡＣＫ／ＮＡＫ信号４８０を（時間的に）逆多重化し、ＲＳ（図
示せず）に基づいたチャンネル推定値を獲得した以後に、受信機はＡＣＫ／ＮＡＫビット
４９０を抽出する。送信機の場合に、チャンネル推定及び復調などの技術分野で公知され
た受信機の機能は簡略化のために図示を省略した。
【００１５】
　図５は、周波数ドメインで転送されるＣＡＺＡＣシーケンスの代案的な生成方法を示す
図である。転送されるＣＡＺＡＣシーケンスの生成は、２つの例外を除いては時間ドメイ
ンと同一なステップに従う。ＣＡＺＡＣシーケンスの周波数ドメインバージョンが使用さ
れ（５１０）（即ち、ＣＡＺＡＣシーケンスのＤＦＴは事前演算され、送信機チェーンに
は含まれない）、ＩＦＦＴ５４０の以後に循環式移動５５０が適用される。割り当てられ
た転送ＢＷに対応する副搬送波５３０の選択（５２０）、転送信号５８０に対するＣＰ５
６０、及びフィルタリング５７０の適用、だけでなく、他の従来の機能（図示せず）は図
３で前述した通りである。
【００１６】
　図６で、図５でのように転送されたＣＡＺＡＣ－基盤シーケンスの受信に対する逆機能
がまた遂行される。受信信号６１０は、時間ウィンドウユニット６２０を通過し、ＣＰが
除去される（６３０）。次に、ＣＳが復元され（６４０）、ＦＦＴ６５０が適用され、転
送された副搬送波６６０が選択される（６６５）。また、図６はＣＡＺＡＣ－基盤シーケ
ンスの複製物６８０との後続的な相関６７０を図示する。最後に、出力６９０が獲得され
る。ここで、出力がＲＳである場合、チャンネル推定ユニット、例えば時間－周波数挿入
器として送られて、またはＣＡＺＡＣ－基盤シーケンスがＡＣＫ／ＮＡＫ情報ビットによ
り変調された場合、転送情報を検出するように使用できる。
【００１７】
　同一ＣＡＺＡＣシーケンスでの相異するＣＳは、直交ＣＡＺＡＣシーケンスを提供する
。したがって、同一なＣＡＺＡＣシーケンスでの相異する循環式移動は、ＲＳまたはＡＣ
Ｋ／ＮＡＫ転送において、同一なＲＢでの互いに異なるＵＥに割り当て可能であり、これ
によって直交ＵＥ多重化が達成できる。このような原理は図７に図示される。
【００１８】
　図７を参照すると、同一な根源ＣＡＺＡＣシーケンスの多数の循環式移動（７２０、７
４０、７６０、７８０）から対応的に生成された多数のＣＡＺＡＣシーケンス（７１０、
７３０、７５０、７７０）が直交になるために、ＣＳ値（△）（７９０）はチャンネル伝
播遅延拡散（Ｄ）（これは、時間不確定性誤差及びフィルタあふれ効果を含む）を超過し
なければならない。Ｔｓがシンボル期間である場合、循環式移動の個数は割合Ｔｓ／Ｄの
数学的フロアー（floor）と一致する。約６６マイクロセカンドのシンボル期間の場合（
１ミリセカンドサブフレームで１４個のシンボルがある）、連続的な循環式移動の約５．
５マイクロセカンドの時間差は、約１２ＣＳ値を発生する。代案的に、多重経路伝播に対
し、より良好な保護を必要とする場合、１つずつ飛び越した（１２個のうちの６個）循環
式移動のみが使われて、約１１マイクロセカンドの時間差を提供することに使われる。
【００１９】
　同一なＲＢでの相異するＵＥからの信号の直交多重化は、図７で説明されたように、Ｃ
ＡＺＡＣシーケンスの相異するＣＳ値を通じてだけでなく、相異する直交時間カバーを通
じて達成できる。ＡＣＫ／ＮＡＫ及びＲＳシンボルは各々第１直交コードと第２直交コー
ドと乗算される。直交時間カバーリングの挿入を除いては、図２と同一な図８ではこのよ
うな概念を追加的に図示する。
【００２０】
　図８を参照すると、ＡＣＫ／ＮＡＫの場合、直交コードは長さ４のＷＨ（Walsh-Hadama
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rd）コードである（｛＋１、－１、＋１、－１}（８１０）が使われる）。ＲＳの場合、
直交コードはθ∈｛０，２π／３，４π／３｝であるフーリエコード｛１，ｅｊθ，ｅｊ

２θ｝（ここで、θ＝２π／３（８２０）は図８で使われる）、または任意のその他の長
さ３の直交コードが使われる。直交時間カバーリングの使用と共にしたＰＵＣＣＨ多重化
性能はファクター３により増加されるが、ＲＳの小さな長さの直交コードにより制約され
るためである。
　受信機において、図４及び図６で説明されたものに関して必要とする唯１つの付加的な
動作は直交時間カバーリング－解除である。例えば、図８で図示された構造で、ＷＨコー
ド｛＋１、－１、＋１、－１｝とθ＝２π／３であるフーリエコード｛１，ｅ－ｊθ，ｅ
－ｊ２θ｝の乗算は、各受信されたＡＣＫ／ＮＡＫシンボル及びＲＳシンボルに対して遂
行される必要がある。
【００２１】
　ＰＵＳＣＨ転送は、物理的ＤＬ制御チャンネル（ＰＤＣＣＨ）を用いてＵＬスケジュー
リング割り当て（ＳＡ）を通じてＮｏｄｅ Ｂにスケジューリング可能で、あるいはこれ
らは事前構成できる。ＰＤＣＣＨを利用すると、ＵＥからのＰＵＳＣＨ転送は一般的にＮ
ｏｄｅ Ｂスケジューラが決定した任意のサブフレームで発生できる。このようなＰＵＳ
ＣＨスケジューリングは動的として指称される。過度なＰＤＣＣＨオーバーヘッドを回避
するために、一部ＰＵＳＣＨ転送は再構成されるまで動作ＢＷの所定の部分で周期的に発
生するように事前構成されることもできる。このようなＰＵＳＣＨ転送スケジューリング
は半永久的として指称される。
【００２２】
　図９は、ＤＬとＵＬ両方共に適用可能な半永久的なスケジューリング（ＳＰＳ）の概念
を示す図である。ＳＰＳは典型的にサブフレーム当たり比較的小さなＢＷ要件を有するが
、多数のＵＥに提供を要する通信サービスで使われる。このようなサービスの典型的な一
例はＶｏＩＰ（音声パケット網）であり、ここで、初期パケット転送９１０は所定の時間
間隔９２０に亘って周期的である。サブフレームで潜在的にＶｏＩＰパケットを転送する
多数のＵＥによって、ＰＤＣＣＨを介した動的スケジューリングは相当に非効率的で、代
りにＳＰＳが使用できる。
【００２３】
　Ｎｏｄｅ Ｂは物理的ダウンリンク共有チャンネル（ＰＤＳＣＨ）を介してスケジュー
リングされたＵＥにデータパケットを転送する。ＰＵＳＣＨと類似するにも、ＰＤＳＣＨ
は同一なサービングＮｏｄｅ Ｂからのパケット受信のために多数のＵＥにより同一なサ
ブフレームの間に共有されることができ、各ＵＥは相互干渉を回避するために動作ＢＷの
異なる部分を用いる。また、ＰＤＳＣＨ転送はＮｏｄｅ ＢによりＰＤＣＣＨを介してス
ケジューリングされることができ（動的スケジューリング）、または事前構成可能である
（ＳＰＳ）。
【００２４】
　ＵＬ通信が考慮される際、ＰＤＳＣＨ転送に応答してＵＥにより転送されるＡＣＫ／Ｎ
ＡＫ信号で焦点を置いている。ＰＤＳＣＨスケジューリングが動的または半永久的である
ので、ＡＣＫ／ＮＡＫ信号の転送は各々動的または半永久的（周期的）である。また、周
期的なＡＣＫ／ＮＡＫ転送が特定サブフレームで発生するように事前決定されるため、各
リソース（ＲＢ、ＣＡＺＡＣシーケンス（ＣＳ）及び直交コード）はまた事前決定され、
ＳＰＳ ＵＥに半永久的に割り当てできる。動的ＡＣＫ／ＮＡＫ転送の場合、このような
事前割り当ては可能でなく、各リソースは毎サブフレームで動的に決定されなければなら
ない。
【００２５】
　ＵＥが動的ＡＣＫ／ＮＡＫ転送でリソースマッピングに使用するための種々の方法が存
在する。例えば、ＤＩ ＳＡはこのようなリソースを明示的に表示する数個のビットを含
むことができる。代案的に、ＤＩ ＳＡ転送で使われるＰＤＣＣＨリソースに基盤した内
部的マッピングが適用されることができる。本発明は後者のオプションを用いて説明され
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る。
【００２６】
　ＤＩ ＳＡは制御チャンネルエレメント（ＣＣＥ）を含む。ＵＥへのＤＬ ＳＡ転送で適
用されるコーディング率はＵＥが経験する受信信号－対干渉、及び雑音割合（ＳＩＮＲ）
に依存する。例えば、高いコーディング率または低いコーディング率は、高いか低いＳＩ
ＮＲを経験するＵＥに対するＤＩ ＳＡに各々適用できる。ＤＬ ＳＡのコンテンツが固定
されているので、相異するコーディング率は相異する個数のＣＣＥを発生させる。２／３
などの高いコーディング率を有するＤＩ ＳＡは転送のために１ＣＣＥを要求するが、１
／６などの低いコーディング率を有するＤＳ ＳＡはその転送のために４ＣＣＥを要求で
きる。後続のＡＣＫ／ＮＡＫ転送のためのＵＬリソースは各ＤＩ ＳＡの最低ＣＣＥ個数
に導出されることと仮定する。
【００２７】
　図１０は、基準ＵＥへの以前のＤＩ ＳＡ転送で使われた最低ＣＣＥ個数に対するＵＬ 
ＡＣＫ／ＮＡＫリソースのマッピング概念を追加的に図示する。ＵＥ １への第１のＤＩ 
ＳＡ（１０１０）は４個のＣＣＥ（１０１１、１０１２、１０１３、及び１０１４）とマ
ッピングされ、ＵＥ ２への第２のＤＩ ＳＡ（１０２０）は２つのＣＣＥ（１０２１及び
１０２２）とマッピングされ、ＵＥ ３への第３のＤＩ ＳＡ（１０３０）は１つのＣＣＥ
（１０３１）とマッピングされる。後続のＵＬ ＡＣＫ／ＮＡＫ転送のためのリソースは
各ＤＩ ＳＡの最低ＣＣＥから決定され、ＵＥ １は第１リソースＡＣＫ／ＮＡＫ（Ａ／Ｎ
）１０４０を使用し、ＵＥ ２は第５リソースＡ／Ｎ １０４４を使用し、ＵＥ ３は第７
リソースＡ／Ｎ １０４６を使用する。第２リソースＡ／Ｎ １０４１、第３リソースＡ／
Ｎ １０４２、第４リソースＡ／Ｎ １０４３、及び第６リソースＡ／Ｎ １０４５は、任
意の動的ＡＣＫ／ＮＡＫ転送で使われない。また、ＵＬ ＳＡの転送はＣＣＥ概念に基盤
を置くことができるが、これは簡略化のために図示しない。
【００２８】
　周期的な及び動的なＡＣＫ／ＮＡＫ信号に付加して、ＵＥにより転送できる他の周期的
な制御信号はチャンネル品質表示器（ＣＱＩ）であるが、チャンネル品質表示器はサービ
ングＮｏｄｅ Ｂに通信システムのＤＬでＵＥが経験するチャンネル条件を通知し、典型
的にＳＩＮＲにより表示される。他の周期的な制御信号はスケジューリングの必要を表す
サービス要請（ＳＲ）、またはサービングＮｏｄｅ Ｂが２つ以上の送信機アンテナを有
する場合に空間多重化に対するサポートを表示するランク表示器（ＲＩ）を含む。したが
って、ＵＬは動的な及び半永久的なＰＵＳＣＨ転送、動的ＡＣＫ／ＮＡＫ転送、周期的な
ＡＣＫ／ＮＡＫ転送、及びその他の周期的な制御信号をサポートすることと仮定される。
全ての制御チャンネルは共通にＰＵＣＣＨとして指称される。
【００２９】
　ＡＣＫ／ＮＡＫシグナリングは、ＵＥ及びそのサービングＮｏｄｅ Ｂが以前のデータ
パケット転送の受信結果に関する情報を交換するための基本的なメカニズムである。した
がって、典型的にビットエラー率（ＢＥＲ）として測定されるＡＣＫ／ＮＡＫ受信信頼度
は、通信システムの適切な動作で重要なものである。例えば、ＮＡＫのＡＣＫとしての不
正確な解釈は不正確に受信されたパケットが再転送されないようにし、結局、エラーが上
位階層により補正されるまでの残余通信セッションの障害を発生させることができる。
【００３０】
　多数個のＵＥが低いＵＬ ＳＩＮＲ下で動作するか、カバレージ制限された場所で位置
された時に、１サブフレームを通じた公称のＡＣＫ／ＮＡＫ転送は、多くの場合に要求さ
れる受信信頼度を提供するに当たって適しないことがある。このようなＵＥの場合に、Ａ
ＣＫ／ＮＡＫ転送期間の延長を必要とする。長い転送期間はＮｏｄｅ Ｂと結合されて全
受信ＳＩＮＲを効果的に増加させるようにする、より多いＡＣＫ／ＮＡＫシンボルを提供
する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【００３１】
　本発明は、従来の技術で発生する前述した問題点を少なくとも解決するために完成され
たものであり、本発明はＵＥからの動的または周期的なＡＣＫ／ＮＡＫ信号の反復転送を
可能にする方法及び装置を提供する。
【００３２】
　さらに本発明は、多数のサブフレームに亘ってＵＥからのＡＣＫ／ＮＡＫ転送を反復す
る方法及び装置を提供する。
【００３３】
　また本発明は、動的ＡＣＫ／ＮＡＫ転送と周期的ＡＣＫ／ＮＡＫ転送を反復するための
個々のメカニズムを提供する方法及び装置を提供する。
【００３４】
　付加的に、本発明は、反復によるＡＣＫ／ＮＡＫ転送と同じサブフレームで発生する必
要がある他の信号、制御信号、またはデータ信号の転送に関してＵＥの特性を特定する。
【００３５】
　付加的に、本発明は、他のＵＥにより同一なサービングＮｏｄｅ Ｂへ転送される他の
信号との干渉を回避するために、動的なまたは周期的なＡＣＫ／ＮＡＫ転送の反復のため
のＰＵＣＣＨリソースを決定できるようにする。
【００３６】
　付加的に、本発明は、よく定義され、安定したシステム動作を保証し、かつＵＥによる
ＡＣＫ／ＮＡＫ転送の反復を完了させることができるようにする。
【課題を解決するための手段】
【００３７】
　本発明の実施形態によれば、各ＳＡを用いてサービングＮｏｄｅ Ｂにより転送される
データパケットに応答してＡＣＫ／ＮＡＫ信号転送のための反復を遂行するＵＥが少なく
ても２つのサブフレームで上記ＡＣＫ／ＮＡＫ信号転送のためのリソースを決定するよう
にする装置及び方法が提供される。
【００３８】
　本発明の他の実施形態によれば、ＳＡ無しでサービングＮｏｄｅ Ｂにより半永久的な
方式により転送されるデータパケットに応答して、ＡＣＫ／ＮＡＫ信号の転送を遂行する
ＵＥが少なくても２つのサブフレームでＡＣＫ／ＮＡＫ信号転送のためのリソースを決定
するようにする装置及び方法が提供される。
【００３９】
　本発明の他の実施形態によれば、ＵＥが反復してＡＣＫ／ＮＡＫ信号を転送する間に、
追加的な制御信号またはデータ信号の転送に関してＵＥの特性を特定するための方法が提
供される。
【発明の効果】
【００４０】
　本発明は、ＵＥからの動的または周期的なＡＣＫ／ＮＡＫ信号の反復転送を可能にする
方法及び装置を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】ＳＣ－ＦＤＭＡ通信システムのためのスロット構造を示す図である。
【図２】ＡＣＫ／ＮＡＫ信号とＲＳの転送のための第１スロット構造の分割を示す図であ
る。
【図３】時間ドメインでＣＡＺＡＣ－基盤シーケンスを用いてＡＣＫ／ＮＡＫ信号または
基準信号を転送する第１のＳＣ－ＦＤＭＡ送信機を示すブロック図である。
【図４】時間ドメインでＣＡＺＡＣ－基盤シーケンスを用いてＡＣＫ／ＮＡＫ信号または
基準信号を受信する第１のＳＣ－ＦＤＭＡ受信機を示すブロック図である。
【図５】周波数ドメインでＣＡＺＡＣ－基盤シーケンスを用いてＡＣＫ／ＮＡＫ信号また
は基準信号を転送する第２のＳＣ－ＦＤＭＡ送信機を示すブロック図である。
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【図６】周波数ドメインでＣＡＺＡＣ－基盤シーケンスを用いてＡＣＫ／ＮＡＫ信号また
は基準信号を受信する第２のＳＣ－ＦＤＭＡ受信機を示すブロック図である。
【図７】根源ＣＡＺＡＣ－基盤シーケンスに対する相異する循環式移動の適用を通じた直
交ＣＡＺＡＣ－基盤シーケンスの構成を示すブロック図である。
【図８】スロット構造に亘るＡＣＫ／ＮＡＫ信号または基準信号の転送で直交カバーリン
グの適用を示す図である。
【図９】半永久的なデータパケット転送を示す図である。
【図１０】ＡＣＫ／ＮＡＫ転送で使われるＵＬリソースと各データパケット受信のための
ＳＡで使われる制御チャンネルエレメントの間のマッピングを示す図である。
【図１１】ＣＱＩ、半永久的でかつ動的なＡＣＫ／ＮＡＫ、及び半永久的でかつ動的なデ
ータ信号転送のためのＲＢの分割を示す図である。
【図１２】各追加的なサブフレームでＡＣＫ／ＮＡＫ転送の反復をサポートするための追
加的なＲＢの使用を示す図である。
【図１３】ＡＣＫ／ＮＡＫ転送の各反復における個別のＲＢが使われる場合に発生できる
ＢＷ断片化を示す図である。
【図１４】１ＲＢのリソース内でＡＣＫ／ＮＡＫ反復を限定したことを示す図である。
【図１５】ＡＣＫ／ＮＡＫ転送が反復されるサブフレームの間に、他のデータ信号または
制御信号の転送を中止するＵＥを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４２】
　以下、下記の添付図面を参照しつつ本発明をより詳細に説明する。しかしながら、本発
明は、多くの多様な形態に具体化され、本願で提示された実施形態に制限されて解釈され
てはならない。何よりも、このような実施形態は徹底で、かつ完全に開示されると共に、
技術分野の当業者に本発明の範疇を完全に伝達するように提供される。
【００４３】
　さらに、本発明が単一－搬送波周波数分割多重接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）通信システムに
関して説明されたが、本発明はまた一般的に全てのＦＤＭシステム及び直交周波数分割多
重接続（ＯＦＤＭＡ）、ＯＦＤＭ、ＦＤＭＡ、ＤＦＴ－拡散ＯＦＤＭ、離散フーリエ変換
（ＤＦＴ）－拡散ＯＦＤＭＡ、単一－搬送波ＯＦＤＭＡ（ＳＣ－ＯＦＤＭＡ）、そして特
にＳＣ－ＯＦＤＭに適用される。
【００４４】
　本発明の実施形態によるシステム及び方法は、他のＵＥによる同一なサービングＮｏｄ
ｅ Ｂへの信号転送で干渉を引き起こすことなく、ＵＥにより１つ以上のサブフレームに
亘って動的なまたは周期的なＡＣＫ／ＮＡＫ信号を転送する（ＡＣＫ／ＮＡＫ信号転送の
反復）必要性と関連され、よく定義され、安定したシステム動作を提供しながらも、１つ
以上のサブフレームに亘るＡＣＫ／ＮＡＫ信号転送の完了を可能にする。
【００４５】
　動的でかつ半永久的なＰＵＳＣＨ転送、動的でかつ周期的なＡＣＫ／ＮＡＫ転送、及び
ＰＵＣＣＨにおいて、ＣＱＩまたは他の制御信号の周期的な転送で使われるＲＢに対する
種々の可能な分割方法が存在する。図１１は、このような分割の一例を図示する。
【００４６】
　図１１を参照すると、ＣＱＩ（１１１０Ａ及び１１１０Ｂ）、半永久的なＡＣＫ／ＮＡ
Ｋ（１１２０Ａ及び１１２０Ｂ）、または半永久的なＰＵＳＣＨ（１１３０Ａ及び１１３
０Ｂ）などの周期的な転送のためのＲＢは、ＢＷ断片化を回避するために動作帯域幅の縁
に向けて位置する。また、これらは動的ＡＣＫ／ＮＡＫ転送（１１４０Ａ及び１１４０Ｂ
）のためのＲＢの外部に位置し、また動的ＡＣＫ／ＮＡＫ転送（１１４０Ａ及び１１４０
Ｂ）のためのＲＢは動的ＰＵＳＣＨ転送（１１５０Ａ及び１１５０Ｂ）のためのＲＢに近
接して、そしてその外部に位置する。
【００４７】
　図１１でのＲＢ分割化の理由は、動的ＡＣＫ／ＮＡＫのためのＲＢが非－事前決定的な



(12) JP 2010-541459 A 2010.12.24

10

20

30

40

50

方式によりサブフレームの間で変わるというものである（周期的なＰＵＣＣＨ及び半永久
的なＰＵＳＣＨのためのＲＢは、またサブフレームの間で変わるが、これは事前決定され
た方式により起こる）。動的ＡＣＫ／ＮＡＫのためのＲＢを動的ＰＵＳＣＨのためのＲＢ
の近くに位置させることによって、前者の個数での任意の変化が後者で含まれるようにな
るが、これはＵＬ信号転送の単一搬送波特性が割り当てられたＲＢが連続的になることを
要求するためである。したがって、動的ＡＣＫ／ＮＡＫのためのＲＢが動的ＰＵＳＣＨの
ためのＲＢに隣接して位置しない場合、ＢＷ断片化が起こるようになる。
【００４８】
　図１１の構造は動的ＰＵＳＣＨ領域のＲＢでＡＣＫ／ＮＡＫ転送を拡張することで、Ａ
ＣＫ／ＮＡＫ反復を可能にする。動的ＡＣＫ／ＮＡＫ転送で使われる内部的な、ＣＣＥ－
基盤マッピングの場合、ＵＥは第１動的ＡＣＫ／ＮＡＫ転送のためのＲＢを決定するため
に周期的な転送に対する各サブフレームでどれほど多いＲＢが割り当てられるべきかを知
っていなければならない。このような情報は、放送チャンネルを介してサービングノード
Ｂにより提供されることができ、周期的な転送で使われるＲＢの変化が数百個のサブフレ
ームでより遥かに長い時間期間を有するためである。
【００４９】
　ＡＣＫ／ＮＡＫ転送の反復的な遂行は、ＵＥ－特定と仮定されるが、即ち１サブフレー
ムを通じた転送により所望のＡＣＫ／ＮＡＫ ＢＥＲが達成できないＵＥのみがより多い
サブフレームを通じた同一なＡＣＫ／ＮＡＫ信号の追加的な転送を遂行する（カバレージ
制限されたＵＥ）。ＡＣＫ／ＮＡＫリソースの内部的なマッピングが仮定され、ＵＥは他
のＵＥにより使われるように、自身のＡＣＫ／ＮＡＫ転送の反復のために後続サブフレー
ムで同一リソースが自動で使用できないためである。
【００５０】
　半永久的なＰＤＳＣＨスケジューリングの場合、Ｎｏｄｅ Ｂは半永久的にスケジュー
リングされたＵＥからのＡＣＫ／ＮＡＫ転送要件を知っており、このような各ＵＥが各々
の反復のために個々のセットのリソース（例えば、直交カバー、循環式移動、及びＲＢ）
を利用するように構成できる。
【００５１】
　本開示物の残余部分は動的ＰＤＳＣＨスケジューリングと関連したＡＣＫ／ＮＡＫ転送
の反復に関するものである。仮定事項として、ＡＣＫ／ＮＡＫ転送のために各ＵＥが使用
するリソースは、図１０で説明したように関連したＤＩ ＳＡから内部的に決まる。
【００５２】
　第１のＡＣＫ／ＮＡＫ転送構造は、図１２に図示される。ＢＷの上位半分のみが簡略化
のために図示されるが、これは図１１の上位半分に該当し、同一構造がＢＷの下部パート
でも適用されるためである。第１のＡＣＫ／ＮＡＫ信号（Ａ／Ｎ １、１２１０）の場合
、２つの付加的なサブフレームでの転送が仮定される。第２及び第３のＡＣＫ／ＮＡＫ信
号（Ａ／Ｎ ２、１２２０、及びＡ／Ｎ ３、１２３０）の場合、１つの付加的なサブフレ
ームを通じた転送が仮定される。第４及び第５のＡＣＫ／ＮＡＫ信号（Ａ／Ｎ ４、１２
４０、及びＡ／Ｎ ５、１２５０）の場合、初期サブフレームの他にどんな付加的な転送
が仮定されない。図１２に図示された転送構造が付加的なＲＢオーバーヘッドの以外の特
定の問題を見せないが、これはＡＣＫ／ＮＡＫの反復のための仮定された要件によるもの
である。
【００５３】
　図１３に示すように、全ＡＣＫ／ＮＡＫ転送回数が２より大きい場合、ＢＷ断片化が多
くの場合に発生可能である。第１のＡＣＫ／ＮＡＫ信号（Ａ／Ｎ １、１３１０）の場合
、２つの付加的なサブフレームでの転送が仮定される。第３のＡＣＫ／ＮＡＫ信号（Ａ／
Ｎ ３、１３３０）の場合、１つの付加的なサブフレームを通じた転送が仮定される。第
２、第４、及び第５のＡＣＫ／ＮＡＫ信号（Ａ／Ｎ １、１３２０、Ａ／Ｎ ４、１３４０
、及びＡ／Ｎ ５、１３５０）の場合、初期サブフレームの以外のどんな付加転送が仮定
されない。断片化したＲＢの個数は全ＡＣＫ／ＮＡＫ転送の最大回数より２が小さな値だ
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け大きくなる。例えば、全４回のＡＣＫ／ＮＡＫ転送の場合、断片化したＲＢの最大個数
は２である。
【００５４】
　ＡＣＫ／ＮＡＫ反復をサポートするように直接的なＲＢ拡張を適用するに当たって、１
つの問題は関連したオーバーヘッドの増加であり、特に小さなＢＷでその通りである。例
えば、６個のＲＢを有する動作ＢＷの場合、同一ＡＣＫ／ＮＡＫ信号の３回以上の転送を
サポートするためのＲＢの拡張の利用は一部サブフレームでの５０％以上のＰＵＣＣＨオ
ーバーヘッドをもたらすようになるが、これは通常的に大き過ぎるものである。したがっ
て、代案的な接近法が要求される。
【００５５】
　各ＤＩ ＳＡ転送で使われるＣＣＥに基盤したＵＬ ＡＣＫ／ＮＡＫリソースの内部的な
マッピングは、多数個の未使用のＡＣＫ／ＮＡＫリソースをもたらす。例えば、６個のＲ
Ｂからなる動作ＢＷの場合、内部的なマッピングは最大６個のＵＬ ＡＣＫ／ＮＡＫリソ
ースを消耗することができる。図８に図示された構造のＡＣＫ／ＮＡＫ多重化性能を考慮
すれば、ＡＣＫ／ＮＡＫリソースの個数は１８であり（これは、ＣＳからの６個と直交カ
バーからの３個を掛けたものである）、これによって、第１転送の以後には、ＡＣＫ／Ｎ
ＡＫ転送のための１２個のリソースが利用可能である。以後、同一ＲＢで２回までの付加
的なＡＣＫ／ＮＡＫ転送の反復がＵＥにより収容可能であり、これは１回以上の反復が遂
行される場合、単純に初期ＡＣＫ／ＮＡＫ転送または第１反復で使われるリソース個数に
６を付加することによってなされる。
【００５６】
　前述した過程は図１４に図示され、図１４は図１３と同一な条件を仮定するが、現在の
ＡＣＫ／ＮＡＫ転送は、初期転送と同一ＲＢ内で限定される（ＡＣＫ／ＮＡＫ転送のため
の１８個のリソースは、１ ＲＢ内にあることと仮定する）。ＵＥ １からのＡＣＫ／ＮＡ
Ｋ転送（Ａ／Ｎ １、１４１０）は第１サブフレームでの第１のＵＬ ＡＣＫ／ＮＡＫリソ
ース（１４１１）を使用し、また各々第２サブフレームと第３サブフレームでの同一ＡＣ
Ｋ／ＮＡＫ信号の転送のために第７の（１４１２）及び第１３の（１４１３）ＵＬ ＡＣ
Ｋ／ＮＡＫリソース（１４１１）を利用する。ＵＥ ３からのＡＣＫ／ＮＡＫ転送（Ａ／
Ｎ ３、１４３０）は、第１サブフレームでの第３のＵＬ ＡＣＫ／ＮＡＫリソース（１４
３１）を使用し、そして第２サブフレームで同一ＡＣＫ／ＮＡＫ信号の転送のために第９
の（１４３２）ＵＬ ＡＣＫ／ＮＡＫリソースを利用する。ＡＣＫ／ＮＡＫ転送（Ａ／Ｎ 
２、１４２０、Ａ／Ｎ ４、１４４０、及びＡ／Ｎ ５、１４５０）は単に１つのサブフレ
ームのみにある（反復がない）。
【００５７】
　図１４で、後続的なサブフレームでのＡＣＫ／ＮＡＫ転送の多重反復に対する同一なＲ
Ｂの利用は、サブフレームの第１のＡＣＫ／ＮＡＫ転送で要求される最大リソースが１つ
のＲＢでのＡＣＫ／ＮＡＫ多重化容量より常に小さいものと事前に知られている任意のシ
ナリオに拡張可能である。一般に、１つのＲＢでＪ個のリソースが利用可能であり、全て
のＵＥからの初期ＡＣＫ／ＮＡＫ転送が最大Ｍ個のリソースを要求する場合に、ここでＭ
＜Ｊであり、後続サブフレームでのＡＣＫ／ＮＡＫ転送の第１反復は、第１サブフレーム
での初期ＡＣＫ／ＮＡＫ転送のためにＵＥにより使われるＡＣＫ／ＮＡＫリソースｋがｋ
≦Ｊ－Ｍになる時に初期転送と同一なＲＢで発生することもできる。以後、ＵＥは第２サ
ブフレームでのＡＣＫ／ＮＡＫ転送の反復のために、リソースＭ＋ｋを利用する。同一な
原理は多数の反復により拡張可能である。
【００５８】
　１つ以上のサブフレームを通じたＡＣＫ／ＮＡＫ転送と関連した他の問題は、後続のＰ
ＤＳＣＨスケジューリングである。ＡＣＫ／ＮＡＫのためのＢＰＳＫ、またはＱＰＳＫ変
調及びＤＬとＵＬサブフレームのための同一期間を仮定すれば、またＡＣＫ／ＮＡＫ転送
のための全Ｎ個のＵＬサブフレームを要求するＵＥは、単に１ビットＡＣＫ／ＮＡＫを有
する時にＮ－１個のＤＬサブフレームの以前にスケジューリングできるが、単一転送（Ｑ
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ＰＳＫ）で２つ以上のＡＣＫ／ＮＡＫビットがないので、その通りである。また、本発明
はＮ個のサブフレームに亘ってＡＣＫ／ＮＡＫ信号を転送するように上位階層により構成
されるＵＥが２Ｎ個のサブフレームに亘って２ビットＡＣＫ／ＮＡＫを転送することと内
部的に構成される。ＵＥが１つまたは２つのコードワードを含むデータパケットを受信す
る時に、１ビットまたは２ビットのＡＣＫ／ＮＡＫ転送が各々発生する。
【００５９】
　ＵＥは、第２のＡＣＫ／ＮＡＫビットを転送する以前に待機してはならないが、そのリ
ソースがＤＩ ＳＡからサブフレーム当たり内部的に導出されるためである。したがって
、遅延されたＡＣＫ／ＮＡＫ転送はＵＥ同士間で干渉を起こすことがある。結果的に、甚
だしくは１ビットＡＣＫ／ＮＡＫの場合にも後続ｎ－１サブフレームの間で単に１つのこ
のような転送が発生できるが、１ビットのＡＣＫ／ＮＡＫに対し、カバレージ制限された
ＵＥを２ビットのＡＣＫ／ＮＡＫ転送に復帰させることは２つのＡＣＫ／ＮＡＫビットに
対する転送完了で要求されるサブフレームの個数を単純に延長するものであるためである
。要求されるサブフレームの全個数は、個々のＡＣＫ／ＮＡＫ転送に対する個数と同一に
なる。したがって、付加的なリソースが要求されるが、第２のＡＣＫ／ＮＡＫビットの転
送が単一の１ビット転送より長く持続するためである。
【００６０】
　前述した問題に対処するに当たって、２つのオプションが存在する。第１のオプション
は、最後のＰＤＳＣＨスケジューリングの以後に、後続Ｎ－１個のＤＬサブフレームのた
めにＵＥをスケジューリングすることを回避するものである。Ｎ個のサブフレーム（Ｎ＞
１）に亘ってＡＣＫ／ＮＡＫ転送するように構成されたＵＥとしてサブフレームｎでＤＩ
 ＳＡを受信し、以前のｎ－Ｎ＋１サブフレーム（サブフレーム番号ｎ－１、．．．、ｎ
－Ｎ＋１）でＤＬ ＳＡを受信しないＵＥは、後続ｎ＋Ｎ－１サブフレーム（サブフレー
ム番号ｎ＋１、．．．、ｎ＋Ｎ－１）に亘ってＤＩ ＳＡに応答してＡＣＫ／ＮＡＫ信号
を転送しない。第２のオプションは、Ｍ個のＤＬサブフレーム（ここで、Ｍ＜Ｎ）の以後
にＵＥをスケジューリングするが、後続の２×（ｎ－Ｍ）個のＤＬサブフレームのための
ＵＥのスケジューリングを回避するものである。
【００６１】
　ＰＵＣＣＨの１つ以上のサブフレームに亘る転送を要求するＡＣＫ／ＮＡＫ信号のＰＵ
ＳＣＨでの転送に関して、各々のＢＥＲが考慮されなければならない。ＰＵＳＣＨでのＡ
ＣＫ／ＮＡＫ転送がデータ信号または可能な周期的な制御信号（例えば、ＣＱＩ）などの
他の信号とその割り当てられたリソースを共有する場合に、ＰＵＳＣＨでのＡＣＫ／ＮＡ
Ｋ ＢＥＲはＰＵＣＣＨのＢＥＲより実質的に悪化できる。したがって、ＰＵＳＣＨでの
ＡＣＫ／ＮＡＫ転送は、このようなＡＣＫ／ＮＡＫ転送の完了を延長するだけであり、通
信遅延時間を増加させる。これはまた、ＡＣＫ／ＮＡＫリソース管理を複雑化し、ＡＣＫ
／ＮＡＫ反復をサポートするに当たってオーバーヘッドの要件を増加させることもできる
。さらに、ＰＵＳＣＨでのデータ信号またはその他の制御信号の性能は劣化する。
【００６２】
　前述した複雑化を回避し、ＡＣＫ／ＮＡＫ反復をサポートするための単純な解法を維持
するために、ＡＣＫ／ＮＡＫ反復を要求するＵＥはＡＣＫ／ＮＡＫ反復を完了する以前に
任意のＰＵＳＣＨを転送してはならない。例えば、ＵＥはこのようなＰＵＳＣＨ転送を発
生するＳＡの検出を試みないこともあり、仮にこれを検出した場合にもこのようなＳＡを
無視することができる。したがって、Ｎ個のサブフレーム（Ｎ＞１）に亘ってＡＣＫ／Ｎ
ＡＫ信号を転送するように構成されたＵＥとしてサブフレームｎでＤＩ ＳＡを受信した
し、以前のｎ－Ｎ＋１サブフレームでＤＬ ＳＡ（サブフレーム番号ｎ－１、．．．、ｎ
－ｎ＋１でのＤＬ ＳＡ）を受信しないＵＥは、サブフレームｎで受信されたＤＬ ＳＡに
応答してＡＣＫ／ＮＡＫ信号を転送するサブフレームの間にＰＵＳＣＨで転送してはなら
ない。
【００６３】
　前述したことと同一な推論によると、ＡＣＫ／ＮＡＫの反復のために構成されたＵＥは
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ならない。注目する事項として、多数のサブフレームでＡＣＫ／ＮＡＫ転送の反復無しで
任意の前述した信号転送と関連した以前の制限も適用されない。
【００６４】
　図１５は、ＵＥが（例えば、ＵＬ ＳＡを無視したり、あるいはＵＬ ＳＡに応答しない
ことによって）ＰＵＳＣＨで転送せず、ＡＣＫ／ＮＡＫ転送のための一反復を要求する時
のために前述した概念を図示する。前述した概念は１つ以上の反復で容易に一般化できる
。
【００６５】
　図１５を参照すると、ＵＥがサブフレームｎ（１５１０）でＤＬ ＳＡを受信した以後
に、ＵＥはＵＬサブフレームｎ＋Ｑ（１５２０）及びｎ＋Ｑ＋１（１５３０）で各ＡＣＫ
／ＮＡＫを転送する。このようなＵＬサブフレームの間に、ＵＥはＰＵＳＣＨ転送（また
は、任意のＵＬチャンネルで転送）を発生させる任意の以前のＵＬ ＳＡに応答せず、所
定の個数の反復を完了するまでＡＣＫ／ＮＡＫ信号のみを転送する。
【００６６】
　以上、本発明の詳細な説明では特定の好ましい実施形態に関して説明したが、添付され
た特許請求の範囲に規定されるような本発明の精神及び範囲から逸脱することなく、形式
や細部における種々の変形が可能であることは、当業者に理解されるであろう。
【符号の説明】
【００６７】
　　６１０　受信信号
　　６２０　時間ウィンドウユニット
　　６５０　ＦＦＴ
　　６９０　出力

【図１】 【図２】
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